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みかわこうわん

一日ダンプトラック約600 台分～浚渫船のスケールの大きさにビックリ！～

8月31日、三河港の港湾施設の見学を通じて、港の役割を学ぶこと

を目的に豊橋市みなと振興課が主催し当事務所が協力する「みなとふれ

あい体験イベント コンテナターミナル見学と船上セミナー」が開催さ

れ、小学生とその保護者の計22名が参加されました。

船上セミナーでは、当事務所所有の港湾業務艇「しおさい」に乗船し、

職員の説明を受けながら、三河港内にあるコンテナターミナルや臨海部

に立地している企業、民間施設などを海の上から見学しました。

夏休み期間中の開催となったため親子での参加が多く、子供たちから

は「また参加したい」、「スナメリはいなかったけど、お兄さんの説明

でたくさん分かったことがあった」、「海から見ることで新しい発見が

たくさんありました」などの感想があり、港の役割への理解が深まる機

会となったようでした。

みなとふれあい体験イベント

衣浦港では、発電用の石炭、ガラスの原料である珪砂、紙製品の元となる木材チップ等の貨物を扱って

おり、これに伴い多くの製造業が立地し地域経済や市民生活の基盤を支えています。

こうした物流機能の充実や船舶の大型化に対応するため、船舶が航行する航路を拡幅し大型船が航行し

やすくする事業を進めており、平成27年度の浚渫（海底の土砂を掘る）工事に併せ、 8月11日（火）に

「半田市子ども会連絡協議会」の協力のもと、半田市内の小学生を対象とした「浚渫船見学会」を開催し

ました。

浚渫船見学の様子

船上からの風景

当日は小学生４名と大人２名が参加し、浚渫工事の概要説明

を受けた後、浚渫船の操船する運転席に座る体験や「グラブバ

ケット」と呼ばれる装置で海底の土砂を掘る模擬操作する状況

の見学をしました。

今回見学した浚渫船で一回に掘れる量は、ダンプトラック１

０トンに換算すると約４台分、一日では約６００台分の量にな

るとの説明に、参加した小学生達はビックリしており、『浚渫

船を初めて見て、想像した以上に高くて、すごく大きかった』

『運転席に座った時、とても高くて家の椅子と違った座り心地

だった』等の感想が寄せられました。

最後に、参加者で「浚渫船見学会」の横断幕に海の生き物や

船などの絵を描き、参加者全員で記念撮影を行いました。

当事務所では、港が果たす役割を地域の方々に理解して頂く

ため、こうした見学会を今後も開催して参ります。

▲今回見学した浚渫船

船上から見学の様子
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海とみなとの相談窓口

名城大学生が三河湾の環境について学びました

夏休み水の教室 ～水の博士になろう～

８月２４日、三河湾域の海洋環境の実態や環境保全・改善に係る最新知識を習得するために現地研修が

実施され、名城大学の院生・学生・教職員の計１９名が参加しました。

本研修は愛知県水産試験場と共同で開催され、当事務所が所有する港湾業務艇

「しおさい」を使用し、水産試験場職員の指導を受けながら、海上からの水質調

査や底質調査などの研修を実施しました。

8月5日、豊橋市上下水道局が主催する「夏休み水の教室」に当事

務所が協力しました。

本イベントは、浄水場と下水処理場の見学及び海上からの三河湾の

見学を通して、健全な水の循環の大切さを学ぶことを目的として毎年

開催されています。

当日は豊橋市内の親子２３名が参加され、小鷹野浄水場や中島処理

場を見学しました。また、当事務所の所有する港湾業務艇「しおさ

い」に乗船し、三河湾の見学と水質観察を行いました。

水の大切さや港の役割を学んでもらうため、当事務所は引き続きイ

ベントに協力いたします。

三河湾見学の様子

「しおさい」内で講義

台風の影響により開催も危ぶまれましたが、

当日は好天に恵まれ、学生の皆さんは船上で実

際に採水器具や採泥器具を使って楽しみながら

研修に取り組んでいました。また、水産試験場

において当事務所職員と水産試験場職員からの

三河湾の環境についての講義も熱心に聴いてい

ました。
船上で水質調査


